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秦
始
皇
帝
時
期
は
、
周
知
の
如
く
、
書
体
史
的
に
言
え
ば
、
小
篆
に
代
表
さ

れ
る
時
代
で
あ
り
、
秦
隷
が
通
行
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
簡
牘
文
字

資
料
「
里
耶
秦
簡
」
が
影
印
さ
れ
て
公
に
な
っ
た
の
は
、
新
た
め
て
記
せ
ば

『
文
物
』（
二
〇
〇
三
・
一
）
に
所
載
の
発
掘
簡
報
「
湖
南
龍
山
里
耶
戦
国
―
秦

代
古
城
一
号
井
発
掘
簡
報
」
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
三
万
六
千
余
枚
の
出
土
が
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
簡
牘
の
影
印
数
は
表
裏
に
記
載
の
あ
る
簡
を
各
々
一
と
し

て
数
え
、
計
六
〇
点
。
そ
の
時
点
で
見
る
こ
と
が
可
能
な
文
字
資
料
を
根
拠
に
、

か
つ
て
秦
代
に
初
出
を
見
る
注
目
す
べ
き
出
来
事
を
述
べ
て
き
た
。「
龍
山
里

耶
秦
簡
文
字
字
形
考
」
―
線
の
点
状
化
現
象
を
中
心
と
し
て
―
（『
大
東
書
道
研

究
』
二
〇
〇
六
）、「
里
耶
秦
簡
文
字
字
形
考
Ⅱ
」
―
草
書
化
に
向
う
字
画
の
移

動
と
字
形
の
変
化
―
（『
大
東
書
道
研
究
』
二
〇
〇
九
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

発
掘
簡
報
以
後
に
整
理
が
進
展
し
た
こ
と
で
、
新
た
に
待
望
の
専
刊
の
大
冊

『
里
耶
秦
簡
』
第
一
輯
・
第
二
輯
（
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
・
文
物
出
版
社
）

が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
簡
牘
肉
筆
文
字
資
料
が
公

に
な
っ
た
こ
と
は
先
の
稿
で
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
新
た
に
影
印
さ
れ
た
文
字

資
料
に
は
、
秦
代
の
こ
の
時
期
に
は
考
え
ら
れ
な
い
驚
く
べ
き
こ
と
が
起
っ
て

い
る
。
部
分
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
ど
う
見
て
も
草
書
と
し
か
言
い
よ
う
の
な

い
よ
う
な
文
字
が
散
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
書
道
史
的
に
、
書
体
史
的
に

遥
か
に
想
像
を
越
え
た
こ
の
特
筆
す
べ
き
新
事
実
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
書
い

た
拙
論
「
秦
始
皇
帝
時
期
の
草
書
的
文
字
」
―
里
耶
秦
簡
で
わ
か
っ
た
新
事
実

―
（『
大
東
書
道
研
究
』
27
号
二
〇
二
〇
・
三
）
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
新
事
実
は
、
こ
れ
ま
で
の
書
体
変
遷
の
概
念
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、

様
々
な
視
点
か
ら
の
再
考
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

前
稿
で
は
極
端
に
変
容
し
た
「
し
ん
に
ょ
う
」
の
姿
に
着
目
、
広
範
に
わ
た

秦
始
皇
帝
時
期
の
草
書
的
文
字
Ⅱ

─
里
耶
秦
簡
に
出
現
し
た
〝
草
書
化
現
象
〟
─
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る
〝
草
書
化
現
象
〟、
隷
書
と
草
書
の
分
岐
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
出
来
事
に

つ
い
て
述
べ
た
が
、
本
稿
は
そ
の
〝
草
書
化
現
象
〟
に
つ
い
て
の
続
稿
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
下
記
の
五
文
字
を
取
り
上
げ
る
。

　

１
「
中
」、
２
「
四
」、
３
「
夫
」、
４
「
從
」、
５
「
之
」

１
、「
中
」
字
に
つ
い
て

　

ま
ず
「
中
」
字
に
つ
い
て
記
す
。
説
文
小
篆
に
あ
げ
る
形
は
「

」
に
從

う
字
で
、
左
右
が
上
に
突
き
出
し
た
「　
　
　

」
に
作
る
が
、
金
文
の
形
の
多

く
は
「

」「

」
に
作
り
、
ま
た
「

」
に
作
る
金
文

（
散
氏
盤
・
齊
侯
鎛
な
ど
）
も
少
な
く
な
い
。
白
川
静
『
字
統
』
に
よ
れ
ば
、
旗

竿
の
形
で
、
卜
文
・
金
文
に
は
上
下
に
吹
き
流
し
を
つ
け
た
も
の
が
あ
り
、
中

軍
の
将
が
も
つ
旗
の
形
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
う
し
た
類
の
字
形
は
、
戦
国
の

簡
牘
に
お
い
て
も
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
上
下
の
字
画
が
多
様
に
変
化
し
た
形

で
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
を
記
せ
ば
「
包
山
楚
簡
」（

）、

「
郭
店
楚
簡
」（　
　
　

・　
　
　

）、「
上
海
博
物
館
戦
国
楚
竹
書
」（　
　
　

・

）、「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
」（

）
な
ど
色
々
な
形
で
使
わ
れ

て
い
る
当
時
流
行
の
横
画
を
付
加
し
た
よ
う
な
字
も
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
方

の
金
文
の
字
形
「

」
に
作
る
字
も
、
形
が
平
た
く
な
っ
た
状
態
で
い
く

つ
も
の
簡
牘
に
出
現
す
る
。
つ
ま
り
、
戦
国
の
早
が
き
の
肉
筆
で
は
、「
中
」

字
は
、
こ
う
し
た
字
が
入
り
混
っ
た
状
態
で
通
行
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ

る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
里
耶
秦
簡
は
計
六
，
〇
〇
〇
点
を
越
え
、
そ
の
字
数
は
一
体
ど
れ

だ
け
に
な
る
の
か
、
数
え
ら
れ
る
状
態
で
は
な
い
が
、
そ
の
中
で
「
中
」
字
は

不
鮮
明
な
文
字
を
含
め
て
計
四
〇
字
を
越
え
る
。
そ
の
形
は
大
別
す
る
と
図
１

①
〜
⑧
に
掲
出
し
た
八
種
。
図
１
①
は
、
金
文
の
早
が
き
の
怱
卒
の
文
字
。
②

は
先
に
述
べ
た
戦
国
に
流
行
の
横
画
を
付
加
し
た
類
の
字
形
だ
が
、
こ
れ
一
字

の
み
。
③
の
形
は
戦
国
に
多
く
通
行
し
た
文
字
で
十
二
字
を
見
る
。
④
は
、
第

一
画
が
縦
画
に
変
っ
た
い
わ
ゆ
る
秦
隷
風
の
字
形
だ
が
、
意
外
に
少
な
く
僅
か

数
文
字
。
⑤
は
左
側
の
縦
画
が
消
え
て
、
第
一
画
が
横
画
に
変
り
、
左
側
が
は

っ
き
り
開
く
。
ま
っ
た
く
形
態
を
異
に
す
る
字
形
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
種
の
文

字
は
意
外
に
多
く
、
十
一
字
を
数
え
る
。
秦
以
前
に
他
の
文
字
で
左
が
空
白
の

字
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、「
中
」
字
の
形
と
し
て
は
秦
代
に
初
出
を
見
る
も
の

で
あ
る
。
字
形
が
崩
れ
る
と
い
う
の
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
一
字
の
左
側
が
広
く
あ
く
と
い
う
現
象
が
発
生
す
る
の
に
は

そ
れ
な
り
の
要
因
が
あ
る
。
紙
が
な
い
時
代
、
五
ミ
リ
と
か
、
一
セ
ン
チ
の
竹

の
簡
の
中
に
筆
写
体
の
早
が
き
で
文
字
を
書
く
と
す
る
と
、
左
側
の
縦
状
の
線

は
外
れ
や
す
い
。
こ
う
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
姿
を
変
え
た
字
は
、
実
は
少
な

く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
の
文
字
の
実
例
と
経
緯
に
つ
い
て
は
、
か
つ

て
拙
論
で
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
り
、
中
国
出
土
資
料
学
会
研
究
発
表
（
於
・
慶

應
義
塾
大
学
）
で
も
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
ち
な
み
に
「
中
」
字
に
も
共
通
す
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る
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
現
象
の
一
例
を
別
の
字
で
示
せ
ば
、
早
く
も
戦
国
初
期

の
簡
牘
「
曽
侯
乙
墓
竹
簡
」（
図
２
）
の
文
字
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
い
ず

れ
も
こ
れ
ら
の
字
形
は
、
簡
巾
の
狭
さ
に
起
因
し
て
左
側
が
欠
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
状
態
で
も
通
行
す
る
と
な
る
と
、
後
に
は
、
意
識
的
に
左
側
を
書

か
な
く
な
る
こ
と
が
起
る
。（
ち
な
み
に
後
の
「
車
」
字
の
草
書
字
形
は 

「

」
の
形
に
な
る
。）「
包
山
楚
簡
」
に
見
る
字
形
（
図
３
）
に
も
、
意

識
的
に
左
側
を
あ
け
た
共
通
性
が
看
取
で
き
る
。「
里
耶
秦
簡
」
の
⑤
の
字
形

は
、
い
わ
ば
そ
う
し
た
類
の
字
で
あ
る
。
⑥
に
掲
出
し
た
字
形
は
そ
の
延
長
上

に
あ
り
、
⑤
の
よ
う
に
左
を
広
く
あ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
共
通
す
る
が
、

下
部
の
横
画
を
中
央
ま
で
引
い
て
途
中
で
や
め
て
い
る
点
に
違
い
が
あ
る
。
こ

の
字
形
は
、
怱
卒
の
早
が
き
に
よ
る
結
果
と
も
と
れ
る
し
、
意
識
的
に
横
画
を

中
央
の
縦
画
の
所
ま
で
引
い
て
止
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
文
字
変
遷
の

一
コ
マ
を
見
る
思
い
が
す
る
。「
中
」
字
と
し
て
は
、
字
形
的
に
篆
書
と
も
隷

書
と
も
ま
っ
た
く
質
を
異
に
す
る
姿
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
に
似
た
現
象
は
、

後
に
頻
繁
に
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
図
４
・
居
延
新
簡
、
図
５
・
敦
煌
馬
圏

湾
に
見
え
る
「
中
」
字
も
そ
の
一
例
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
図
１
⑦
と
⑧
の
字
形
で
あ
る
。
各
々
一
字
出
現
す
る
の
み

だ
が
、
秦
代
と
し
て
は
想
像
を
越
え
た
出
来
事
が
起
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
⑦

の
字
は
、
二
画
目
の
横
画
が
点
状
、
⑧
の
字
は
、
二
画
目
が
な
ん
と
左
か
ら
右

上
に
向
っ
て
押
し
上
げ
て
い
る
。
ま
さ
に
⑦
⑧
の
こ
の
や
り
方
は
こ
の
時
期
に

初
出
を
見
る
も
の
で
あ
り
、
字
画
的
に
は
後
の
草
書
字
形
と
大
差
が
な
い
。
ち

な
み
に
参
考
ま
で
に
王
羲
之
〈
十
七
帖
〉、
智
永
〈
真
草
千
字
文
〉
な
ど
に
見

る
典
型
的
な
草
書
字
形
を
図
６
に
掲
出
す
る
。「
中
」
字
の
草
書
字
形
の
淵
源

が
秦
代
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
里
耶
秦
簡
」
中

に
出
現
し
た
こ
の
新
事
実
は
特
記
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

２
、「
四
」
字
に
つ
い
て

　
「
四
」
字
は
里
耶
秦
簡
中
に
非
常
に
多
く
、
不
鮮
明
な
文
字
を
含
め
、
計
二

〇
〇
字
近
く
を
数
え
る
。
大
別
す
る
と
六
種
ほ
ど
に
な
る
（
図
７
①
〜
⑥
）。
①

は
極
端
に
少
な
く
金
文
に
み
る
古
い
字
形
で
二
字
。
②
も
少
な
く
こ
れ
一
字
の

み
。
字
形
は
特
殊
な
形
だ
が
、
戦
国
に
は
よ
く
見
か
け
る
字
形
で
あ
る
。
③
の

字
形
は
戦
国
の
多
く
の
簡
牘
や
帛
書
に
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
見
慣
れ
た
字

形
で
あ
る
。
こ
の
形
は
里
耶
秦
簡
中
で
も
最
も
多
く
、
約
半
数
に
近
い
。
④
の

字
形
は
、
左
側
に
縦
画
が
出
現
す
る
。
第
一
画
が
そ
の
縦
画
か
ら
始
ま
る
字
形

で
、
左
下
で
折
り
曲
げ
た
り
、
或
い
は
画
数
と
し
て
は
篆
書
と
異
な
り
、
五
画

に
な
る
。
い
わ
ば
秦
隷
に
属
す
る
も
の
だ
が
、
里
耶
秦
簡
に
は
意
外
に
少
な
く

一
〇
字
に
満
た
な
い
。
⑤
は
早
が
き
で
筆
路
や
書
き
方
が
散
漫
に
な
り
周
囲
の

線
が
離
れ
出
す
。
注
目
す
べ
き
は
⑥
に
掲
出
し
た
類
の
字
形
。
⑤
の
延
長
上
に

あ
り
、
下
部
の
横
画
が
消
え
て
左
右
両
側
か
ら
中
央
に
向
け
て
突
き
離
す
書
き

方
の
文
字
に
な
る
。
つ
ま
り
輪
郭
を
左
回
転
と
右
回
転
の
二
筆
で
書
く
状
態
の
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字
形
で
、
筆
順
的
に
は
篆
書
的
書
き
方
の
文
字
で
あ
る
が
、
書
法
的
に
は
篆
書

か
ら
離
脱
し
た
姿
を
示
す
。
こ
の
字
形
で
注
目
す
べ
き
は
、
下
部
に
囲
い
に
な

る
横
の
線
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
言
う
よ
り
も
明
ら
か
に
書
い
て
い
な
い
。

突
然
現
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
草
書
的
字
画
の
文
字
で
あ
る
。
書
体
史
的
に
考
え
に

く
い
こ
の
時
期
に
、
篆
書
、
隷
書
の
概
念
と
は
無
縁
の
こ
ん
な
形
の
字
が
通
行

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
瞬
間
に
王
羲
之
の
草
書
字
形
（
図
８
）
が
目
に
浮
か
ぶ
。

こ
の
特
筆
す
べ
き
形
の
文
字
は
、
里
耶
秦
簡
中
に
六
字
を
確
認
で
き
る
。
こ
の

類
の
中
に
は
、
内
側
の
縦
二
画
の
線
が
点
状
に
ま
で
変
化
し
た
字
も
見
え
る
。

里
耶
秦
簡
に
発
生
し
た
〝
線
の
点
状
化
現
象
〟
に
つ
い
て
の
解
説
は
先
の
拙
稿

で
指
摘
し
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
小
篆
に
代
表
さ
れ
る
秦
代
に
あ

っ
て
、
こ
の
字
形
は
隷
書
へ
の
方
向
性
と
は
異
に
し
て
、
明
ら
か
に
草
書
へ
の

方
向
性
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
秦
代
に
は
こ
の
よ
う
な
〝
草
書
化
現
象
〟

が
い
ろ
い
ろ
な
字
に
起
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
王
羲
之
に
見
る
字
形
（
図
８
）

は
、
元
を
辿
れ
ば
、
既
に
秦
代
に
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
な
ん
と
も
驚

き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
秦
隷
の
簡
牘
「
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
」

に
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
見
あ
た
ら
な
い
。

３
、「
夫
」
字
に
つ
い
て

　

次
に
「
夫
」
字
に
つ
い
て
記
す
。
こ
の
字
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
里
耶
秦
簡

が
公
に
な
る
以
前
に
、
戦
国
の
文
字
資
料
と
し
て
拙
論
『
郭
店
楚
簡
文
字
字
形

考
』（
二
〇
〇
一
）
の
中
で
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
と

の
関
係
の
中
で
里
耶
秦
簡
の
「
夫
」
字
に
つ
い
て
記
す
。

　
「
夫
」
は
、
古
く
金
文
で
は
「

」
に
作
り
、「

」（
人
の
正
面

向
き
の
形
）
の
上
部
の
方
に
説
文
に
言
う
簪
を
一
画
加
え
た
形
で
あ
る
。
こ
の

金
文
字
形
は
戦
国
に
通
行
し
た
簡
牘
に
見
る
筆
写
体
の
文
字
と
深
く
関
わ
り
を

持
つ
。「
郭
店
楚
簡
」「
包
山
楚
簡
」「
上
海
博
物
館
戦
国
楚
竹
書
」
や
「
清
華

大
学
蔵
戦
国
竹
簡
」
な
ど
多
く
の
簡
牘
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
取

り
上
げ
る
里
耶
秦
簡
の
字
形
も
戦
国
の
金
文
の
延
長
上
に
あ
り
、
怱
卒
の
早
が

き
に
よ
る
字
画
の
崩
れ
方
や
、
線
の
長
短
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に

は
篆
書
字
形
「

」
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

里
耶
秦
簡
に
現
わ
れ
る
「
夫
」
字
は
、
不
鮮
明
で
判
読
し
に
く
い
文
字
を
含

め
、
計
五
〇
字
に
近
い
。
字
形
は
様
々
で
図
９
①
〜
⑧
に
掲
出
し
た
よ
う
に
字

形
が
定
ま
ら
ず
、
微
妙
に
変
化
す
る
様
子
が
看
取
で
き
る
。
そ
の
字
形
か
ら
は
、

説
文
小
篆
「

」
や
、
秦
の
刻
石
に
見
え
る
小
篆
「
泰
山
刻
石
」（

）

と
の
接
点
は
探
し
に
く
く
、
ま
た
字
形
的
に
も
字
画
的
に
も
後
の
隷
書
字
形

（

）
と
の
接
点
も
見
あ
た
ら
な
い
。
里
耶
秦
簡
に
見
る
こ
れ
ら
の
字
形
は
、

金
文
字
形
の
延
長
で
発
展
し
て
き
た
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
と
思
う
。
そ
れ
ら
の

文
字
に
は
早
が
き
で
字
形
が
崩
れ
た
字
と
発
展
の
進
度
が
遅
く
古
い
形
の
字
と
、

そ
れ
に
筆
路
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
字
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
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注
目
す
べ
き
は
そ
の
⑧
の
形
。
篆
書
に
も
隷
書
に
も
属
さ
な
い
形
だ
。
こ
の

字
形
は
こ
の
時
期
と
し
て
は
初
出
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
字
形
か
ら
は
、

結
果
的
に
草
書
へ
の
は
っ
き
り
し
た
方
向
性
が
読
み
と
れ
る
。
後
の
居
延
漢
簡

（
図
10
）
に
出
て
く
る
草
書
字
形
も
こ
の
類
で
あ
る
。
崩
れ
方
の
手
順
と
そ
の

字
形
は
、
後
の
典
型
的
な
草
書
字
形
「
智
永
・
真
草
千
字
文
」、「
孫
過
庭
・
書

譜
」（
図
11
）
な
ど
に
見
る
そ
れ
と
酷
似
す
る
。
接
点
が
感
じ
ら
れ
て
興
味
深
い
。

「
夫
」
の
草
書
字
形
の
形
や
筆
順
の
淵
源
が
里
耶
秦
簡
が
通
行
し
た
秦
の
時
代

に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
草
書
字
形
の
「
夫
」
字

は
、
明
ら
か
に
篆
書
字
形
を
母
体
に
し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
書
体

史
的
に
特
筆
す
べ
き
出
来
事
だ
と
思
う
。

　

余
談
に
な
る
が
、
字
形
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
例
に
つ
い
て
、
過
去
に
指
摘

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

例
え
ば
、「

」
の
よ
う
な
斜
角
が
向
い
合
っ
た
形
で
は
、
怱
卒
の
早
が

き
に
な
る
と
筆
路
が
近
路
を
通
り
「　
　

→　
　
　

→　
　
　

→　
　
　

」
の

よ
う
に
変
化
し
、
二
画
目
が
ず
れ
て
だ
ん
だ
ん
下
に
下
っ
て
い
く
。
そ
の
変
化

は
最
終
的
に
は
「

」
の
形
に
ま
で
に
な
る
。
つ
ま
り
里
耶
秦
簡
に
見
る

「　
　
　
（
夫
）」
の
字
形
は
「　
　
　

→　
　
　
　

→　
　
　
　

→　
　
　

」

の
順
で
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
姿
は
い
ろ
い

ろ
な
字
に
見
ら
れ
、
余
分
な
こ
と
だ
が
よ
く
似
た
字
形
の
「

（
天
）」

も
草
書
字
形
で
は
「　
　
　

」
と
な
る
の
で
あ
る
。

４
、「
從
」
字
に
つ
い
て

　
「
從
」
と
後
述
す
る
「
之
」
字
に
つ
い
て
は
、
里
耶
秦
簡
の
大
冊
が
刊
行
さ

れ
る
以
前
に
、
拙
論
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
後
に
貌
大
な
文
字
資
料
が
公

に
な
り
、
こ
れ
ら
の
字
に
つ
い
て
も
新
事
実
が
出
て
き
た
の
で
、
新
た
め
て
考

察
を
重
ね
て
お
こ
う
と
思
う
。

　
「
從
」
字
は
、
説
文
小
篆
で
は
「

」
に
作
り
、
金
文
で
は
多
く
は 

「　
　
　

」
に
作
る
。
簡
牘
の
字
形
は
そ
の
後
者
に
属
し
円
転
怱
卒
の
早
が
き

の
違
い
は
あ
る
も
の
の
基
本
的
に
は
金
文
に
通
ず
る
姿
を
示
し
て
い
る
。
里
耶

秦
簡
の
一
つ
前
、
戦
国
に
通
行
し
た
簡
牘
の
文
字
は
「

・

」
な

ど
に
作
り
、
そ
の
字
形
は
郭
店
楚
簡
、
包
山
楚
簡
を
初
め
当
時
の
筆
写
体
の
多

く
の
文
字
に
共
通
す
る
。

　

里
耶
秦
簡
に
出
現
し
た
「
從
」
字
は
、
不
鮮
明
な
文
字
を
含
め
計
六
〇
余
字
。

字
形
は
戦
国
の
簡
牘
に
通
ず
る
も
の
だ
が
、
出
現
し
た
文
字
は
、
同
一
の
文
字

資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
字
形
の
崩
れ
方
と
変
化
の
度
合
い
に
お
い
て
大
き
な
差

異
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
別
す
る
と
図
12
①
〜
⑥
に
掲
出
し
た
如

く
で
あ
る
。
そ
の
①
は
、
字
画
的
に
は
戦
国
の
文
字
と
大
差
が
な
い
が
、
②
で

は
旁
の
下
部
の
形
「

」
が
一
気
に
「

」
形
に
変
貌
、
字
形
は
不

安
定
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
秦
隷
の
体
。
③
で
は
簡
略
化
が
進
む
。
草
書
化
へ
の
傾

向
が
強
い
。
里
耶
秦
簡
で
は
①
②
③
の
類
の
字
形
が
大
半
を
占
め
る
。
ち
な
み
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に
「　
　
　

」
が
早
が
き
で
「　
　
　

」
形
に
変
化
す
る
〝
草
書
化
現
象
〟
は
、

図
に
は
出
さ
な
か
っ
た
が
「
走
・
定
・
徒
」
な
ど
の
多
く
の
字
の
下
部
に
看
取

で
き
る
。
④
は
怱
卒
で
流
動
的
な
動
き
が
加
わ
る
。
⑤
で
は
、
本
来
の
字
形
か

ら
離
脱
し
た
姿
に
変
化
、
更
に
草
書
的
動
き
が
加
速
す
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
⑥
の
字
形
。
こ
こ
に
は
驚
く
べ
き
こ
と
が
起
っ
て
い
る
。
そ

の
字
形
は
、
旁
の
上
部
は
草
書
と
同
じ
二
筆
に
近
く
作
り
、
文
字
全
体
が
極
限

に
ま
で
簡
略
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
⑥
の
字
形
は
こ
れ

一
字
の
み
。
文
字
の
姿
は
、
後
の
典
型
的
な
草
書
字
形
、
王
羲
之
・
十
七
帖
、

孫
過
庭
・
書
譜
（
図
13
）
の
そ
れ
と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
里
耶
秦
簡
の
文

字
資
料
に
よ
っ
て
「
從
」
字
に
お
い
て
も
先
の
「
中
・
四
・
夫
」
同
様
に
草
書

字
形
の
淵
源
が
、
早
く
も
秦
の
篆
書
時
代
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

５
、「
之
」
字
に
つ
い
て

　

里
耶
秦
簡
に
出
現
す
る
「
之
」
字
は
、
計
一
五
〇
字
余
り
。
そ
の
字
形
は
大

別
す
る
と
八
種
を
見
る
（
図
14
①
〜
⑧
）。
共
通
す
る
の
は
、
中
央
に
垂
直
の
縦

画
が
あ
る
字
形
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
の
「
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
」
や
「
龍
崗
秦

簡
」
と
通
ず
る
形
で
あ
る
。
秦
代
以
前
、
戦
国
に
通
行
し
た
帛
書
、
簡
牘
に
見

る
殆
ん
ど
の
字
形
は
、
線
に
長
短
の
差
は
あ
る
も
の
の
「

・

」

の
如
く
で
、
つ
ま
り
斜
画
二
本
が
左
側
に
倒
れ
た
円
転
の
書
き
方
の
字
形
で
あ

る
。
こ
の
字
形
は
い
わ
ゆ
る
南
方
楚
系
文
字
に
見
る
特
色
の
一
つ
で
、
長
沙
楚

帛
書
、
郭
店
楚
簡
、
包
山
楚
簡
を
は
じ
め
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
、
清
華

大
学
蔵
戦
国
竹
簡
、
そ
し
て
信
陽
長
台
関
楚
簡
や
九
店
楚
簡
な
ど
多
く
の
簡
牘

に
共
通
す
る
字
形
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
里
耶
秦
簡
に
見
る
「
之
」
字
は
、
そ
の

種
の
字
形
と
は
異
な
る
別
の
類
の
字
形
で
あ
る
。
こ
の
字
に
関
し
て
は
戦
国
の

簡
牘
の
文
字
と
の
接
点
は
感
じ
ら
れ
な
い
。「
之
」
の
金
文
で
は
、「　
　
　

・

・

」「

・

・

・

」
な
ど
の

字
形
が
あ
り
、
つ
ま
り
中
央
に
垂
直
の
縦
画
を
含
む
字
形
と
、
斜
画
で
構
成
さ

れ
た
字
と
が
あ
る
。
ま
た
説
文
小
篆
の
字
形
は
「

」
に
つ
く
り
中
央

に
垂
直
の
縦
が
あ
り
、
秦
の
刻
石
「
泰
山
刻
石
」
の
字
形
も
ま
た
同
じ
よ
う
に

左
右
相
称
の
字
形
で
あ
る
。
つ
ま
り
里
耶
秦
簡
に
見
る
中
央
が
縦
画
垂
直
の
字

形
は
、
小
篆
お
よ
び
垂
直
の
縦
画
の
あ
る
金
文
と
の
接
点
が
想
像
で
き
る
の
で

あ
る
。

　

里
耶
秦
簡
、
図
14
①
は
、
左
右
相
称
形
で
そ
の
早
が
き
に
違
い
な
い
。
②
③

④
の
字
形
で
は
、
金
文
字
形
と
の
接
点
が
感
じ
ら
れ
る
。
筆
路
が
移
動
し
て
字

形
に
変
化
が
生
じ
、
発
展
す
る
方
向
性
が
定
ま
ら
な
い
が
、
早
が
き
の
筆
写
体

と
し
て
書
き
や
す
い
形
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
実
は
里
耶
秦
簡
で
は
③
④
の
類

の
字
形
が
大
半
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
⑤
の
字
形
は
、
各
々
波
勢
を
帯
び

た
秦
隷
の
体
。
ど
う
い
う
わ
け
か
こ
の
類
の
字
は
意
外
に
少
な
く
二
〇
字
ほ
ど

で
あ
る
。
⑥
の
字
形
は
各
々
の
線
が
短
く
な
っ
て
点
状
に
向
い
、
終
筆
は
隷
書
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の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
対
照
的
に
短
く
突
き
放
す
。
⑦
⑧
の
字
形
で
は
線
の
流

動
的
変
化
が
目
立
ち
、
そ
の
⑦
で
は
第
一
画
が
短
く
二
画
目
以
降
は
「

」

形
の
状
態
に
な
り
、
篆
書
字
形
か
ら
離
れ
草
書
の
動
き
に
な
る
。
特
に
注
目
す

べ
き
は
⑧
の
字
形
。
す
っ
か
り
姿
を
変
え
、
な
ん
と
第
一
画
は
点
状
で
、
そ
の

下
を
草
書
字
形
と
同
じ
よ
う
に
間
を
置
い
て
空
間
を
作
り
、
二
画
目
に
移
る
書

き
方
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
や
り
方
は
後
の
草
書
字
形
を
彷

彿
さ
せ
る
出
来
事
で
あ
る
。
里
耶
秦
簡
中
に
こ
の
字
は
計
三
字
を
検
出
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
参
考
ま
で
に
草
書
の
典
型
と
さ
れ
る
王
羲
之
の
書
を
図
15
に
掲

出
す
る
。
里
耶
秦
簡
と
い
う
限
ら
れ
た
時
期
の
文
字
資
料
の
中
で
、
一
つ
の
文

字
が
書
体
的
に
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
変
化
と
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
何
と
も
驚

き
で
あ
る
。
と
に
か
く
秦
代
に
お
け
る
想
像
を
越
え
た
新
事
実
が
次
第
に
わ
か

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
里
耶
秦
簡
に
出
現
し
た
「
中
・
四
・
夫
・
從
・
之
」
の
五
字
に
つ
い

て
述
べ
て
き
た
。
先
の
拙
稿
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
里
耶
秦
簡
の
文
字
は
、
意

外
に
も
横
意
識
の
隷
書
的
方
向
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
草
書
的
方
向
へ
の
傾

向
が
強
い
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
秦
隷
と
同
時
に
〝
草

書
化
現
象
〟
が
発
生
し
、
隷
書
、
草
書
の
分
岐
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
出
来
事

が
起
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
書
道
史
、
書
体
史
の
再
考
の
必
要
が
生
じ
て
き
た

か
と
思
う
。
専
家
の
方
々
の
叱
正
を
賜
り
た
い
。
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図
１　

里
耶
秦
簡　
「
中
」

図
２　

戦
国
・
曾
侯
乙
墓
竹
簡

図
３　

戦
国
・
包
山
楚
簡

図
４　

居
延
新
簡

図
５　

敦
煌　

馬
圏
湾
漢
簡

図
６　

王
羲
之　

十
七
帖

智
永　

真
草
千
字
文

①

②

⑥

⑦

⑧

③

④

⑤

9−35

5−4

8−1497

8−877

8−1200

EPF22.197

EPF22.191

63

「車」

「中」

「中」

「中」

「黄」

「 」

8−1439

8−839

8−173
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図
７　

里
耶
秦
簡　
「
四
」

図
８　

王
羲
之　

四
紙
飛
白
帖

冬
中
感
懐
帖

四
月
三
日
帖

①

②

⑥

⑤ ③

⑤

8−154

5−7

8−1052

8−1889

9−17888−287

「中」

9−2214

9−1818

8−793
8−773

8−989
8−1332

8−565
8−498
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図
９　

里
耶
秦
簡　
「
夫
」

図
10　

居
延
漢
簡

図
11　

智
永　

真
草
千
字
文

孫
過
庭　

書
譜

①

②

⑥

⑦

⑧

③

④

⑤

8−765

8−1445

8−157

9−1584

8−138

511−30

536−13

505−32A

「夫」

「夫」

「夫」

8−1557

8−1238

8−19



─ 64─

図
12　

里
耶
秦
簡　
「
從
」

図
13　

王
羲
之　

十
七
帖

孫
過
庭　

書
譜

①

②

⑤

④

⑥

③

8−69

8−1605

9−1

9−11

9−1881

8−1442

9−804

「従」

「従」

9−1289−1279

8−2231

8−157

9−2335下
8−2209



─ 65─

図
14　

里
耶
秦
簡　
「
之
」

図
15　

王
羲
之　

十
七
帖

①

②

⑥

⑦

⑧

③

④

⑤ 9−982

8−2088

9−4

9−9

9−6

8−1316

9−343

8−1756

8−789

「之」

8−154

9−10

9−245

8−1554 8−1525


